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中
津
宮
・
七
夕
祭
斎
行
い
[
[
口
い
□
汀
汀
い
只
汀
[
[
[
[

島
作
り
事
業
推
進
協
議
会
」
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
り
「
む
な
か

「
む
な
か
た
大
島
七
夕
祭
り
」
も
併
せ
て
催
行t

J
た
大
島
七
夕
祭
り
」
を
催
行
し
、
満
天
の
星
を
仰
ぎ
ロ
マ
ン
に
溢

一
れ
た
祭
事
と
な
っ
た
。

i
七
夕
祭
当
日
は
、
早
朝
よ
り
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
、
敬
神
婦
人

．
部
、
元
気
な
島
作
り
事
業
推
進
協
議
会
他
（
島
内
各
種
団
体
）
の

｛
御
奉
仕
に
よ
り
七
夕
装
飾
が
行
な
わ
れ
、
中
津
宮
周
囲
・
海
水
浴

一
場
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
ヘ
と
道
路
沿
い
に
は
、
七
夕
飾
り
一
色
で
彩
ら

：
れ
、
午
後
六
時
頃
に
は
浴
衣
姿
の
島
民
や
、
島
外
か
ら
の
参
拝
者

]
が
続
々
と
中
津
宮
へ
参
集
し
た
。

i
境
内
で
は
、
神
賑
わ
い

一
と
し
て
「
イ
カ
・
タ
コ
串
焼

i
き
」
、
「
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
」
、

]
「
か
き
氷
」
、
「
ビ
ー
ル
販

一
売
」
、
「
大
島
名
産
品
の
販

売
」
等
が
開
催
さ
れ
る
と

i
共
に
、
境
内
及
び
道
路
沿

~
い
に
竹
灯
が
灯
さ
れ
、
幻

一
想
的
な
空
気
に
包
ま
れ

~
こ
。

t
 

一
ま
た
午
後
五
時
五
〇

一
分
か
ら
は
、
元
気
な
島
作

一
り
事
業
推
進
協
議
会
の

．
主
催
で
、
粗
忽
家
の
酔
書

宗

守る。
見つめる。

暮らしを

未賽を支える、鵞生グループ．

嬌ASOGROUP
WE  DELIVER THE BEST 

安心をカタチに、生きがいをデザインする麻生グループ http://www.aso-group.jp/ 
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さ
ん
に
よ
る
「
大
島
七
夕

奇
席
」
が
照
海
殿
で
、
ま

た
港
湾
緑
地
公
園
で
は
、

九
州
管
楽
合
奏
団
に
よ

る
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏

が
催
さ
れ
観
客
を
魅
了

し
た
。

午
後
八
時
、
境
内
を
流

れ
る
清
流
「
天
の
川
」
を

挟
ん
で
鎮
座
す
る
「
牽
牛

社
」
「
織
女
社
」
の
御
前
で
、

厳
粛
に
七
夕
祭
を
斎
行
、

参
列
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

祈
り
を
込
め
て
玉
串
を
捧
げ
た
。

祭
典
後
に
奉
納
さ
れ
る
恒
例
の
七
夕
踊
り
も
参
加
者
が
多

く
、
大
鳥
居
を
二
重
の
輪
で
囲
ん
で
行
な
わ
れ
島
民
、
来
島
者
、

子
供
、
大
人
も
皆
で
七
夕
の
夜
を
過
こ
し
た
。

午
後
九
時
三
0
分
、
大
島
港
よ
り
臨
時
渡
船
が
出
港
、
満
天

の
星
空
の
も
と
来
島
者
は
帰
路
に
つ
き
、
本
年
の
七
夕
祭
り
を

無
事
に
終
了
し
た
。

七
月
十
四
日
、
宗
像
警
察
署
の

呼
び
か
け
で
、
飲
酒
運
転
の
怖
さ
を

体
験
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
タ
ク
シ

ー
や
バ
ス
の
連
転
手
、
当
大
社
巫
女

ら
十
名
が
参
加
し
、
宗
像
自
動
車

学
校
で
講
習
会
が
実
施
さ
れ
た
。

飲
酒
前
と
後
に
自
動
車
学
校
内
g

a

の
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
走
行
し
、

い
い
い
け
い
汀
で
琶

女
性
の
ノ
ル
マ
は
三
五0
m
i
缶
ビ
ー
ル
ニ
本
、
日
本
酒
紙
コ
ッ
プ

一
杯
を
飲
酒
゜

巫
女
本
人
日
く
、
「
運
転
が
大
胆
に
な
っ
た
」
と
、
逆
車
線
を
走

行
す
る
は
、
人
形
は
跳
ね
る
は
、
典
型
的
な
症
例
を
披
露
し
て
く

.

.

.
b

．
．
．
こ
出
．
忍
ぶ

□
唆
．
れ
た
。
も
し
、
こ
れ
が
実
際

．
．
立
．
．
“
怠
・
心
が
約
嚢
＂
の
道
路
だ
っ
た
ら
、
…
。

、
／
了
立
．
．
．
．
．
ヽ
．
脅
侶
賓
油

.. .. 

、
．
．
．
．
ょ
誓
八
‘
応
飲
酒
連
転
撲
滅
を
願
い
、

?.... 

[
]
心
屈
・
・
・
忍
匁
当
大
社
で
も
一
昨
年
の
幼

｀
＼
、
子
三
人
の
命
を
奪
っ
た
福

岡
市
東
区
の
事
故
以
来
、

｀
一
直
会
の
神
酒
を
日
本
酒
か

i_
:
`
A
‘
ら
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
甘
酒

．
．
に
変
更
す
る
な
ど
の
取
り

一
、
｀
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
「
交
通

'
,
.
J
^
 

J
u
心
安
全
・
宗
像
大
社
」
の
担
う

e
 

l
I
L
情
社
会
的
な
責
務
を
改
め
て

D
 

¢
り
考
え
さ
せ
る
、
今
回
の
講
習

'
[
•
し
会
で
あ
っ
た
。

喜

言 宗1象建；言史協力令 事務局
〒811-3217 福津市中央5丁目 1-20

TEL (0940)42-0323 

株
式
会
社
井
上
建
設

〒
八
―
-
'
三
ニ
ー
七

福
津
市
中
央
五
丁
目
一
＇
二0

T
E
L
O

九
四
O
'
四
二
＇
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三
二
三

F
A
X
0

九
四
O
'
四
二
'
0
三
二
七

井
上
重
信

株
式
魯
桜
井
建
設

〒
八
ー
一
I

三
ニ
ー
七

福
津
市
中
央
二
丁
目
一
九
ー
―1
\
-
1
\

Q
I

T
E
L
O

九
四
O
'
四
三
＇
七
八
九
五

F
A
X
0

九
四
O
'
四
三
'
-
五
二
六

櫻
井
良
行

株
式
靡
篠
崎
建
設

〒
八
―
-
'
三
二0
五

福
津
市
内
殿
ー
0
ニ
ー
＇
九

T
E
L
O

九
四
O
'
四
二
＇
〇
六
一
七

F
A
X
0

九
四
O
'
四
二
，
〇
六
七
五

篠
崎
清

株
式
会
社
田
畑
建
設

〒
八
―
-
'
三
ニ
ー
九

福
津
市
西
福
間
三
'
-
五'
\
0

T
E
L
O

九
四
O
'
四
二
，
〇
五
一
三

F
A
X
0

九
四
O
'
四
二
＇
五
二
八
五

田
畑
博
規

株
式
会
社
日
新
建
設

〒
八
一
ー
＇
一
＿
＿
四
三
一

宗
像
市
田
熊
四
丁
目
一
三
＇
六

F
T
A
E

認
盆
0
0
1
-

―
―
冦
忙
ビ

長
尾
榮
次

株
式
会
社
松
崎
紐

福
岡
市
中
央
区
荒
戸
一
丁
目
二
'
-
四

T
E
L
O

九
二
，
七
五
一
＇
一
＿
＿
六
九
二

〒
八
―
-
'
=
-
=
1
0

五

福
津
市
宮
司
浜
三
ー
＿
一
七
ー
一

F
T
A
E
5
0
0

麟
0
0
9
竺
’
-
『
誌

松
崎
芳
勝

松
本
紐
建
設
株
式
会
社

〒
＼
一
ー
＇
三
五0
1

宗
像
市
神
湊
一
0

二
0

F
T
A
E
X
L
O
O

麟
0
0
9
冦
―-
1
0
0

三
疇

松
本
真
誠
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9
,
`
'
K
、
`

►

続
い
て
、
宮
司
以
下
参
列
者
全
員
で

茅
輪
を
左
に
廻
り

み
な
つ
き
の
夏
越
の
祓
へ
す
る
人
は

千
歳
の
命
延
ぶ
と
い
ふ
な
り

次
に
茅
輪
を
右
に
廻
り

思
ふ
こ
と
皆
つ
き
ね
て
と
麻
の
葉
を

切
り
に
切
り
て
も
祓
え
つ
る
か
な

さ
ら
に
茅
輪
を
左
に
廻
り

宮
川
の
消
き
流
れ
に
膜
せ
ば

折
れ
る
こ
と
の
叶
わ
ぬ
は
な
し

と
古
歌
を
奉
唱
し
な
が
ら
三
度
潜
り
、
本

殿
へ
と
参
進
し
た
。

引
続
き
本
殿
に
て
夏
越
祭
が
斎
行
さ

れ
、
氏
子
崇
敬
者
と
全
国
か
ら
人
形
を
寄

せ
ら
れ
た
方
々
の
無
病
息
災
・
家
内
安
全

を
祈
念
す
る
祝
詞
が
宮
司
に
よ
り
奏
上

さ
れ
、
巫
女
に
よ
る
神
楽
『
豊
栄
舞
』
を
奉

奏
し
、
夏
越
祭
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

言宗1象タクシー協会
〒811-41 85 

連絡先宗像市赤問駅前2丁目 3番14号
TEL (0940) 3.5-1111 

み
な
と
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社
（
会
き

恥
表
取
締
紐
古
野
浩

宗
像
市
赤
間
駅
前
二
丁
目
三
番
一
四
号

T
E
L
O

九
四
0
,
一
＿
一
三
'
-
三
三
一

新
星
交
通
有
限
会
社

恥
表
取
締
紐
森
正
彦

宗
像
市
東
郷
一
丁
目
五
番
二
号

束
郷
営
業
所

T
E
L
O

九
四
O
'
三
六
＇
ニ
―
三
八

宗
像
西
鉄
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

恥
表
取
締
紅
小
金
丸
重
樹

宗
像
市
自
由
ヶ
丘
二
，
七
＇
三

T
E
L
O

九
四
0
,
―
―
ー
ニ
＇
四
一
三
一

腐
グ
リ
ー
ン
タ
ク
シ
ー
有
限
会
社

此
表
取
締
紐
藤
瀬
政
敏

宗
像
市
河
束
一
0
六
一

T
E
L
O

九
四
0
,
=
-
=
-
'
=
-
=
\
0

三

宗
像
平
和
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

恥
表
取
締
紐
塩
川
浩
一

福
津
市
中
央
三
丁
目
八
'
-
―

T
E
L
O

九
四
O
'
四
そ
0
0
四
〇

福
栄
タ
ク
シ
ー
有
限
会
社

恥
表
取
締
紐
保
井
享

福
津
市
西
福
間
二
丁
目
一
O
'
三

T
E
L
O

九
四
O
'
四
二
＇
〇
三
七
三

宗
像
交
通
有
限
会
社

恥
表
取
締
紐
塩
川
浩
一

福
津
市
津
屋
崎
七
一
九
＇
五

T
E
L
O

九
四
O
'
五
二
，0
0

ー
五
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の
講
習
会
を
実
施

年
で
三
年
目
に
な
り
、
音
色
は
格
段
に
良
く

な
っ
た
も
の
の
、
合
奏
と
な
る
と
ま
だ
ま
だ
一

体
感
の
あ
る
レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い
な
い
。
現

神
職
は
七
月
末
ー
八
月
初
一
状
に
満
足
す
ー

旬
ま
で
に
、
各
楽
器
の
講
師
を
―
る
こ
と
な

お
招
き
し
雅
楽
演
奏
の
研
鑽
一
く
、
更
な
る

を
積
ん
だ
。
一
レ
ベ
ル
ア
ッ

鐙
築
1
1
崎
山
庫
助
氏
（
志
]
プ
を
目
指

賀
海
神
社
権
禰
宜
）
、
龍
笛
1
1

一
し
、
祭
典
を

御
田
良
知
氏
、
笙

1
1
栗
原
昌
i
は
じ
め
神
前

久
氏
（
両
名
と
も
太
宰
府
天
[
箱
婚
式
な
ど

満
宮
権
禰
宜
）
と
い
づ
れ
も
福
i
で
人
々
を
魅

岡
県
を
代
表
す
る
三
氏
を
講
]
J
す
る
音
色

師
に
お
招
き
し
、
各
管
三
日
間
；
を
奏
で
ら
れ

ず
つ
温
習
を
行
い
、
最
終
日
に
：
る
よ
う

は
三
管
で
の
合
奏
を
行
っ
た
0

j
日
々
の
研
鑽

神
職
の
雅
楽
講
習
会
は
今
i
に
励
み
た
い
。

現
在
十
四
名
の
巫
女
が
奉
；
を
崩
さ
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
。

職
し
て
お
り
、
月
次
祭
他
の
祭
―
ま
た
今
年
か
ら
は
「
悠
久
舞
」
も
こ
指
導

典
時
に
は
御
神
前
で
神
楽
舞
二
頂
い
た
が
、
所
作
・
連
繁
な
ど
習
得
す
べ
き
点

を
奉
奏
し
て
い
る
。
一
が
若
干
あ
る
よ
う
で
、
今
後
の
更
な
る
研
鑽

そ
の
研
鑽
を
目
的
と
し
て
、
一
を
期
待
し
た
い
。

七
月
十
一
ー
十
四
日
ま
で
の
一
終
了
後
の
感
想
文
で

三
日
間
、
神
社
音
楽
協
会
よ
一
は
「
先
生
の
言
葉
を
一

り
磯
部
恵
子
先
生
を
お
迎
え
一
人
一
人
が
真
摯
に
受
け

し
、
神
楽
舞
（
浦
安
舞
・
悠
久
一
と
め
、
『
御
祭
神
に
奉
奏

舞
）
の
御
指
導
い
た
だ
い
た
。
す
る
』
と
い
う
気
持
ち

指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
自
を
心
掛
け
て
取
り
組
ん

ら
で
は
気
付
か
な
い
う
ち
に
つ
．
で
い
き
た
い
」
と
の
感
想

い
た
癖
を
修
正
い
た
だ
き
、
形
[
に
頼
も
しV
感
じ
た

o

〇玄込： : i,·; 

沌＇：i！: 鴻謡
呵
·賞『

：！神：：
廿戸忙
日像

宗像大社御神酒酸造元

勝屋酒造合名会社
社長山本博次

福岡県宗像市赤間4丁目 1-10
TEL(0940) 32-3010 FAX(0940) 32-4 772 

地球に優しいひとときを…

Genkai Group 
玄海つluーフ
〒811-3502 福岡県宗像市江口978-52
本社 TEL 0940-62-0653 FAX 0940-62-l 565 

URL http:/ /www.genkai-g.co.jp 

（有）玄海環境サービス （宗像市許可業）
口一般廃棄物収集・運搬
口浄化槽の維持筐理

玄海クリーン（有） （宗像市委託許可業）
口一般•産業廃棄物収集・運搬•処理

゜
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宗濠大社
た しま ほうじょう え

秋委大祭（田島放生会）のこ案内
宗像大社秋季大祭（田島放生会）日程

海上神幸 9:30 大島港出港
（みあれ祭） 10:30 神湊港入港

10月 1 日（水）
一日祭 於＝辺津宮本殿

（入御祭） 11 :40 
主基地方風俗舞奉奏

流鏑馬神事 8:00 於＝神門即参道

10月2日（木）
二日祭 11 :00 

於＝辺津宮本殿
翁舞奉奏

当大社最大の神事、秋季大祭を左記日程で斎行致します。
皆様の御参拝を心よりお待ち申し上げます。

¥
 

日 祭 11 :00 
於＝辺津宮本殿
浦安舞奉奏

高宮秋季大祭

第二宮・第三宮
10月3日（金） 1 秋季大祭

宗像護国神社
秋季大祭

献茶祭

高宮神奈備祭

三日祭終了後引き続き、
各社に分かれ同時斎行
(11 : 40頃を予定）

14:00 

18:00 

於＝辺津宮本殿

飴＝辺津宮高宮祭場

八
月
十
日
午
後
二
時
、
宮
崎
県
知
事
東
国
原
英
夫
氏
が

当
大
社
を
参
拝
さ
れ
た
。

地
元
ホ
テ
ル
で
の
講
演
会
終
了
後
、
飛
行
機
ま
で
の
三
十

分
程
の
僅
か
な
時
間
で
の
こ
参
拝
で
あ
っ
た
が
、
本
殿
で
正

式
参
拝
。

そ
の
後
、
高
向
権
宮
司
の
案
内

で
神
宝
館
を
拝
観
さ
れ
た
。
境
内

を
移
動
中
、
一
般
の
参
拝
者
か
ら

声
を
掛
け
ら
れ
る
と
笑
顔
で
握

手
や
写
真
撮
影
を
交
わ
さ
れ
て
い

た
。東

国
原
知
事
の
今
後
益
々
の
御

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

，n 鋤瓢悶霜贔，湊の味。
口旧覧疇冒t丸マ！8レ醤油鰤碑

昭和15年頃のナカマJ凶晋油本店 TEL 0940-62-0003 FAX 0940-62-0353 

‘ 
ロ

暮らしの夢を大きくひらく

株式会社城山家具
代表取締役社長寺田修
宗像市三郎丸5丁目 1-22

0940-33-5538 

SIーの専門
上、a i青肉

〒811-3304

福岡県福津市津屋崎1123
Tel 0940-52-0148 Fax 0940-52-5488 

店
~

JA 宗像農業協同組合
代表理事組合長 寺湛｝ 俊渚［
宗像市東郷4丁目 3番 l 号 TEL 0940-36-4110 

支店長田中政人
宗像市深田75-1 TEL 0940-62-1515 

本 店

田島支店

宗像大社御神溜

含資会社名丑3王45i『
代表者伊豆善也

福岡県宗像市武丸1060
TEL 0940-32-3001 FAX 0940-33-0512 

印刷のことならお気軽にご一報ください

覧言召中川印刷ffiI
福岡県福津市津屋崎 975 TEL 0940-52-0044 FAX 0940-52-0414 

e
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各受賞者は下記の通り

福岡県知事賞 門田理美小学4年自由ヶ丘南小学校

福岡県知事賞 川崎千尋中学 1 年警固中学校

福岡県議長賞 原 愛梨中学3年柳城中学校

福岡県議長賞 赤星広子小学5年赤間小学校

福岡県教育委員会賞楢崎みどり中学 2年ふた葉中学校

福岡県教育委員会賞花田翔平 小学 3年津屋崎小学校

宗像大社宮司賞 高武里沙小学6年津屋崎小学校

宗像大社宮司賞 花田理沙中学2年津屋崎中学校

宗像市長賞 ,.,口． 今泉友子中学3年ふた葉中学校

宗像市長賞 福山朱凛小学2年赤間小学校

福津市長賞己川端隆嗣小学 1 年津屋崎小学校
福津市長賞 永野麻衣中学 1 年城山中学校

-------------ｷｷ 
宗像市議長賞2 名、福津市議長賞 2 名、宗像市教育委員会賞2 名、
福津市教育委員会賞 2名、宗像観光協会営 2 名、福津市観光協会e'. 2 名、
柊石賞9名、福岡書道会匹9名、尚文堂賞 10名、ヒロカネ貸 15 名

七
月
二
十
八
日
、
筑
前
大
島
の
中
津
宮
一

で
恒
例
の
七
夕
揮
巖
会
が
開
催
さ
れ
、
約
一

一
八
0
名
の
子
供
達
が
島
で
の
一
日
を
i

満
喫
し
た
。

書
道
教
育
の
振
興
を
目
的
に
、
昭
和
三
i

-
土
e

、
1

-
*
士
マ
幻
介

-
`
士
臼
計

一
．
責
よ
人
よ

-
n
ぶ
・
て
士

·言

'--·---飯~l 当付悶詈！
祭就にに 各筆の揮が論日をある年

i姦紅孟靡靡冒酉需雰喜県誌息羹儡姑
り康、さ前に神の場し内暑た会大め

g嘉茄れ且梵塁塁突瞑畠犀゜瓦嘉名
た念者応全ぢ集を島ら魯今 り、神な
後すのす作 中発小虐多年 今賑ー
福棗こ詞品 さ揮学 くも 年行畠岡告成前盟 ；俎塁［摩盆 蓋農更

津 命つ日 供は 十最云
宮 にと々中、達勿 三もは
·················································································••·•·•····························-

s

児
童
ら
、
約
一
八0
名
が
参
加
s

書
道
会
の
先
生
方
に
よ
っ
て
厳
正
な
審
査

が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
間
、
緊
張
か
ら
開
放
さ
れ
た
子
供

た
ち
は
、
大
島
の
方
々
の
こ
協
力
で
行
わ

れ
て
い
る
恒
例
の
「
サ
ザ
エ
拾
い
」
や
海
水

浴
を
楽
し
み
、
島
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の

出
来
な
い
大
島
の
大
自
然
を
満
喫
し
た
。

午
後
三
時
か
ら
、
中
津
宮
で
表
彰
式
が

行
な
わ
れ
、
葦
津
禰
宜
か
ら
入
賞
者
に
賞

状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
、
午
後
四

時
に
は
一
同
大
島
の
思
い
出
を
胸
に
家

路
に
つ
い
た
。

本
年
の
揮
嘔
会
に
は
大
島
島
民
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
の
こ
協
力
に
よ
り
、
無

事
開
催
で
き
ま
し
た
事
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

宗像玄海の観光物産品卸

⑲花田罠品株式会社
代表取締役花；田 年

宗像市田熊6丁目 3番27号 TEL 0940-36-5533 

出光興産株式会社販売店
東京海上日動火災保険（株）代理店

古井商事株式会社
l竿四 代表取締役吉井英海 戸

記昇烹ぶ唸盆―7FAX0940-62-3343 i

創業大正七年鮮魚•海産物

m7三象ぼ1言言）1
ファミリーストア岡山
岡山秀雄
福岡県宗像市神湊1000
TEL 0940-62-0134 
FAX 0940-62-2914 

還藤クリーニング
代表柴村~ 勲
〒81 1-350 I 宗像市神湊635
Tel oq40-62-02 | 7 

食料品・青果・たばこ

田中商店
福岡県宗像市神湊1052
TELｷFAX 0940-62-0122 

ダ表暑御見舞申し上げます ベ
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古
賀
市
立
歴
史
資
料
館
で
は
、
夏
の
企
画
展
一

（
七
月
十
八
日S
八
月
一
二
十
一
日
）
で
は
、
「
仮
一

面
の
告
白
」
と
題
し
て
、
世
界
の
仮
面
一
六
0
点
一

を
展
示
し
た
。

縄
文
時
代
・
東
北
地
方
の
土
製
面
か
ら
、
能
[

面
は
も
と
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
・
ネ
パ
ー
ル
か
ら
ヨ
一

ー
ロ
ッ
パ
は
ベ
ニ
ス
の
仮
面
な
ど
。
特
に
ア
フ
リ
カ
一

仮
面
は
、
古
賀
市
の
小
田
昌
教
氏
が
ア
フ
リ
カ
一

ケ
ニ
ア
で
六
回
の
調
査
の
際
に
収
集
さ
れ

た
も
の
で
、
そ
の
他
民
芸
品
織
物
・
呪
術
P
­

人
形
等
も
展
示
し
た
。
ま
た
遠
賀
郡
・
芦
屋

の
田
代
恒
雄
氏
は
、
数
度
に
わ
た
っ
て
ネ
パ
ー
ー

{ 

ー
ル
旅
行
を
し
、
そ
の
都
度
、
仮
面
を
収
集
。

展
示
は
一
応
地
域
別
に
分
け
た
が
、
系
統
圃
醤

ゑ
餃

的
に
分
類
し
、
配
列
し
た
も
の
で
は
な
い
。

仮
面
は
面
白
い
と
か
、
パ
ワ
ー
み
た
い
な
も
鑢

給
疇

の
を
、
見
る
人
が
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と

思
っ
て
、
こ
ま
か
な
解
説
は
し
な
か
っ
た
。

漂
着
し
た
お
面
で
は
、
宗
像
大
社
の
翁
面
（
海
一

上
出
現
翁
面
・
復
成
品
）
や
、
高
知
県
・
黒
潮
町
一

の
海
岸
に
漂
着
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
面
は
、
直
[

径
四
〇
芍
、
額
の
部
分
に
大
極
の
図
が
あ
り
、
韓
一

面
一

国
製
で
あ
る
。

•i 

平
塚
博
物
館
の
浜
田
翁
i

哲
一
氏
か
ら
メ
ー
ル
で
写

真
が
送
っ
て
き
た
が
、
沖
縄
一

（続）

. 

売
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

ア
フ
リ
カ
の
面
も
、
西
部

海
岸
沿
い
の
国
々
、
中
央
部

コ
ン
ゴ
盆
地
周
辺
、
東
部
高
‘

山
地
帯
と
大
陸
東
南
部
の
マ
I
l

県
・
久
高
島
に
漂
着
し
た
も
の
で
、
仮
面
は
採
集
一
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
に
分
け
ら
れ
る
。
宗
教
的
儀
礼

さ
れ
ず
撮
影
の
み
で
、
そ
の
写
真
を
展
示
し
て
い
一
や
豊
饒
の
祈
願
に
使
わ
れ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
仮

た
ら
、
古
賀
市
の
人
が
、
自
分
も
こ
れ
と
同
じ
物
一
面
は
原
始
性
や
造
形
的
に
溢
れ
て
欧
米
の
ア
ー

を
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
持
っ
て
み
え
た
。
余
興
用
一
テ
ィ
ス
ト
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
た
。
乾
燥

に
百
円
シ
ョ
ッ
プ
で
購
入
し
た
も
の
と
い
う
。
浜
一
地
帯
で
は
仮
面
は
見
ら
れ
な
い
。
北
ア
メ
リ
カ

田
氏
は
メ
ー
ル
の
な
か
で
「
不
気
味
な
感
じ
が
し
一
は
北
部
の
少
数
民
族
に
あ
る
。
中
南
米
は
メ
キ

た
」
と
書
い
て
い
る
。
一
シ
コ
、
グ
ア
テ
マ
ラ
な
ど
に
多
種
多
彩
な
仮
面

さ
て
仮
面
を
広
辞
苑
で
引
く
と
「
木
・
土
・
紙
一
が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、

8

な
ど
で
種
々
の
顔
の
形
一
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
で
カ
ー
ニ
バ
ル
用
の
仮
面
が

九
C
.
Li
に
作
り
、
顔
に
か
ぶ
る
も
：
あ
る
。
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ア
ル

—‘] 

の
、
宗
教
儀
礼
や
演
劇
に
一
プ
ス
山
岳
地
帯
麓
の
村
々
に
も
、
冬
を
追
い
出

ー

シ

4
 

ヽ

r

＾
用
い
る
。
め
ん
」
と
あ
る
。
一
し
、
春
を
呼
ぶ
謝
肉
祭
の
仮
面
が
あ
る
が
、
容
貌

¥

y
1
 .. 

y

l
』
土
｛
材
料
は
他
に
皮
、
金
属
、
一
の
怪
奇
さ
は
、
日
本
の
「
な
ま
は
げ
」
と
共
通
す

曹
｀
亀
の
甲
羅
や
動
物
の
頭
―
る
も
の
が
あ
る
。
仮
面
は
、
新
石
器
時
代
の
始
ま

ヨ
＇
骨
、
瓢
箪
で
も
作
ら
れ
、
一
り
頃
に
登
場
す
る
。
日
本
で
は
縄
文
時
代
中
後

F
ノ

q
屁
〖

8
ら

h

i
t

:
5

そ
れ
ら
と
組
合
わ
し
た
期
に
あ
ら
わ
れ
後
晩
期
土
偶
と
共
に
カ
ミ
を

i
i5
]バ
t
i
る
：
界
中
と
こ
ピ
[
i

で
も
あ
る
わ
け
で
な
く
、
か
な
り
限
定
さ
れ
る
。
一
わ
れ
た
と
考

東
ア
ジ
ア
で
は
日
本
、
中
国
、
朝
鮮
な
ど
で
、
東
一
え
ら
れ
る
。

南
ア
ジ
ア
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ

J
V
`
+
]
□
□mi
 

代
氏
に
よ
れ
ば
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
仮
面
劇
や

舞
踏
が
多
く
あ
り
、
旅
行
者
を
相
手
に
仮
面
が

229 

いしいただし

c
 

玄海ホテル旅館組合
神
湊
ス
カ
イ
ホ
テ
ル

C

応
追
謬
応
。
。

玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ルC

兌
追
認

国
民
宿
舎
ひ
び
き

(
0九
四
0
)

C
六
1
1
-
1
1一

八
八

み
な
と

荘

c

笠
遭
言
ユ
五

松

風

荘

(
0九
四
〇

C
さ
一I
O
―
二0

玄海国定公園の中ヽと

ー風光明媚、生魚料理、宗像大社となり一

は
な
わ
ら
び

C

笠
9
)
)
-

J
i
六

嵩

嘉

旅
館

C

唸
濯
玉

玄
海
旅
館

C

唸
心
鑓00

魚
屋
別
館

C

唸
濯
芸
―
-
J
i
五

` 魚屋
本

店

名

汀
-g 

e
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—·} くょ北
そ柄ちし九
ぁがなの州
ろしし匂市
、のとふ
っ。ばジ軒

れ l 畏“
る。パ濯西
結ンぎ区
句＜゜た
はち虐
他ない士
動し度目雲 l ウ
化パト
の圭ン子

ビ］ら浄し
しなぬ

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

蛍
袋
を
掘
り
て
ゆ
き
た
る
者
の
あ
り
遊
歩
道
に
日
々
愛
で
来
し
も
の
を

四
馴
彗□”
o
f
j

□
□/
0述べ
て
い
る
が
、
作
者
の
嘆
き
が

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

戸
締
り
の
途
中
に
見
上
ぐ
三
日
月
は
昼
間
の
ほ
て
り
か
今
宵
も
あ
か
し

ロ
麟
員
｀
汀
冒
口
謬

0心
覚
で
と
ら
え
て
い
る
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

言
ぴ
過
ぎ
し
言
葉
を
思
び
返
し
つ
つ
帰
る
道
べ
の
紫
陽
花
青
し

I
l
l
結
句
の
具
象
で
俄
然
生
気
を
帯
び
作
者
の
う
た
と
な
っ
た
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

高
校
の
こ
ろ
詠
み
し
と
ふ
癌
の
友
に
短
歌
大
会
の
要
項
送
る

ロ
鱈
員□芦
げ
。
者
と
友
と
を
つ
な
ぐ
天
使
の
よ
う

宗
像
市
田
野
森
甲
子

し
ば
ら
く
は
草
取
り
出
来
ず
荒
れ
庭
に
桔
梗
の
笛
ま
る
＜
膨
ら
む

四
疇
這
鱈
双
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
事
を
想
像
さ
れ
る
一
、
二

大
野
展
男
選
毎
月

2
5
日
メ
切

圃

狂
歌
会
詠
革

嵐
め
く
雲
の
と
ぎ
れ
し
時
の
間
のぴ

か
り
に
ひ
と
つ
法
師
蝉
嗚
＜

人
け
な
く
湯
船
だ
だ
っ
ぴ
ろ
し
九
州
に

台
風
近
づ
く
峡
の
い
で
湯
は

宗
像
市
田
久
井
上
光

う
な

三
十
八
度
線
さ
迷
ぴ
越
え
し
妻
と
言
ふ
さ
迷
ふ
夢
か
服
さ
れ
て
を
り

一
口
凸
口
汀
閂
汀
い
謬
い
鱈
無
い
戦
い
に
伴
う
出
来

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

起
き
ぬ
け
の
未
だ
背
筋
の
伸
し
間
に
花
の
水
や
り
今
日
も
始
ま
る

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

環
濠
の
長
く
伸
び
た
る
花
閥
草
さ
ら
さ
ら
さ
ら
と
音
の
流
る
る

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

参
道
に
鹿
む
れ
を
な
し
ゅ
っ
く
り
と
人
を
も
恐
れ
ず
つ
ぶ
ら
な
瞳

—"· と参環起そ
直道濠きれ
しににぬぞ
て鹿長けれ
鑑ゆくの
賞噂未

冒をさ花恐らの
れと水
ぬ：本や
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う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

桂
林
の
洞
江
下
り
の
遊
覧
船
竹
の
筏
の
物
売
り
寄
り
来

回
驚
き
の
連
続
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
濶
江
下
り
の
一
点
景
。

宗
像
市
光
岡
一
木
照
代

炎
天
下
ゴ
ル
フ
楽
し
み
そ
の
後
は
幼
き
H
H

の
お
し
ゃ
べ
り
は
ず
み

-
'
ヽ
冒
賢
戸
麟
『
彗
人
達
で
あ
る
。

' 
ま
だ
暗
き
峡
の
な
だ
り
に
嗚
き
い
で
て声

す
ず
し
か
り
山
の
ひ
ぐ
ら
し

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

盃
置
き
て
初
蠣
を
聴
く
タ
ベ

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

初
椀
ぎ
の
枇
杷
や
白
磁
の
皿
の
上

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

熱
帯
夜
モ
ナ
リ
ザ
は
永
久
に
笑
み
つ
づ
け

宗
像
市
神
湊
永
島
紀
子

訪
ふ
人
も
な
く
凌
宵
花
咲
き
ほ
こ
り

日
行
～
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時

（
祭
）
日

讐
餃
l
B
1
5
1
0

社
風

(
(
1
り

暦
三
神
て
奏
奏
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竿
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～
～

事
祭
第
国
覧
奉
時
時

祭
宮
護
祭
は
舞
舞
式
宮
5
6

祭
舷
開
暉
開
謬
年
祠
頭
頭

月
日
殿
大

9
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～
～
霊
季
祭

●
時
時
皇
秋
主

1

0

1

 

月

1
J
日
日
地
祭

毎
前
前

3
1

社
宮

午
午

2
3

総
宵

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

」
が
閉
幕
し
ま
し

た
。
「
野
球
J
は
が
っ
か
り
で
し
た
が
、
力
呈

や
デ
ー
タ
以
前
に
既
に
差
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
韓
国
はW
B
C
の
敗
戦
以
来
、
国
際

規
格
の
ポ
ー
ル
と
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
の

採
用
を
、
プ
ロS
ア
マ
チ
ュ
ア
に
至
る
ま
で

徹
底
さ
せ
た
そ
う
で
す
。
日
本
も
球
界
挙

げ
て
「
世
界
基
準
」
に
取
り
組
ま
な
い
と
、

家
電
メ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、
野
球
で
も

韓
国
に
は
追
い
つ
け
な
い
で
し
ょ
う
▼
と

こ
ろ
で
「
悲
願
」
と
い
う
言
葉
、
英
訳
に
な

い
そ
う
で
す
。
四
年
間
の
全
て
を
賭
け
て

臨
み
、
達
成
さ
れ
る
悲
願
。
「
君
が
代
」
の
重

厚
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
、
太
陽
の
よ
う
に
昇
っ

て
い
く
「
日
の
丸
j
、
皆
様
も
涙
を
堪
え
た

夏
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
塚
）

品
集

発行所
宗像大社社務所
宗像会

〒811-3505 福岡県宗像市田島
電話 0940-62- 1311 （代）
発行人 蓉津幹之
編集人 大塚宗延
制作ゼネラルアサヒ
印刷ゼネラルアサヒ I 毎月 1 日発行定価 1 年送料共 1,000円 l

宗像大社ホームページ http://www. mu naka ta-tai sh a. or. j p/ 




